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1. はじめに 

複数の言語に対応するプログラム自動採点サービス

があり，通信に SOAP を用いる予定である[1]．SOAP は

XMLベースのプロトコルであり，通信量を軽減する手法

として類似度に基づく SOAP マルチキャストプロトコル

(以下 SMP*1)がある[2]．しかし，SMPはシミュレータ上で

のみ評価されており，汎用的なプロトコルでは実装され

ていない．そこで，本研究では HTTP バインディングに

より実装を行う．本稿ではメッセージの類似度計算を行

い，処理時間の計測について述べる． 

2. 研究内容 

 
図 1. HTTPにバインドした SMPの例 

SMP を HTTP にバインドする手法を提案する．図 1

に HTTP にバインドした SMP の例を示す．Cp，Sp，Rp

はそれぞれプロトコル p のクライアント，サーバ，ルータ

を示す．クライアントが Csmpに SOAPリクエストを送る(図

1(1))．Ssmpが Ssoapに SOAP リクエストを送信し，Ssoap

が Ssmp に SOAP レスポンスを送信する(図 1(2)，(3))．

Ssmpは複数の SOAPレスポンスを受信すると，それらの

類似度を計算する(図 1(4-1))．類似度は 0 以上 1 以下

の値で表され，1 に近いほど比較するメッセージが類似 

 

                                                   

*1 Similarity-Based SOAP Multicast Protocol 

していることを示す．類似度がある一定の閾値以上(文

献[2]では 0.7以上)であった場合は SMPメッセージを生

成し，Rsmpに SMPメッセージを送信する(図 1(4-2)，(5))．

Rsmpは SMPサーバから受信した SMPメッセージを分割

する処理を行い，次のルータへ SMP メッセージを送信

する (図 1(6-1，2))．最終的に全てのクライアントに

SOAP レスポンスを送信する(図 1(7))．Algorithm 1に図

1(6-2)の SMPルーティングのアルゴリズムを示す． 

3. 結果・考察 

図 1(4-1)で示した SOAP メッセージの類似度計算を

行う．プログラムの採点に成功，失敗したメッセージそ

れぞれ 20個を用い，処理時間の比較を行った．図 2に

類似度計算を行ったときの処理時間を示す．類似度は

成功が平均 0.6，失敗が平均 0.5であった．採点に失敗

したメッセージは成功したメッセージに比べ，処理時間

が 181%増加している．これは採点に失敗したメッセージ

の類似度が 0.1低いためであると考えられる． 

 
図 2. 類似度計算の処理時間 

4. むすび 

SOAP の通信量の軽減を行う SMP を汎用的なプロト

コルで実装することを目的として，メッセージの類似度

計算を行った．採点に成功したメッセージに比べ，失敗

したメッセージは処理時間が 181%増加した． 
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